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1３ 
◆ 

暑
気
の
特
大
気
候
集
団
が
襲
来
し
た
よ
う
な
暑
い
異
常
気

象
の
夏
だ
っ
た
。
寝
苦
し
い
夜
の
多
か
っ
た
こ
と
。
暑
く
て
も

日
常
活
動
し
て
い
る
協
会
に
は
夏
休
み
は
な
い
。
主
催
行
事
や

後
援
行
事
に
、
わ
が
協
会
ス
タ
ッ
フ
は
全
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ

が
と
て
も
テ
キ
パ
キ
動
い
て
く
れ
て
、
滞
り
な
く
夏
を
乗
り
切

っ
た
。 

◆ 

暑
い
夏･････

と
い
う
と､

ど
う
し
て
も
「
戦
争
・

平
和
」
を
想
い
出
し
て
、
国
家
の
犠
牲
に
な
ら
れ
た
何
百
万
人

も
の
人
々
の
御
霊
に
頭
を
垂
れ
て
ご
冥
福
を
祈
る
夏
で
あ
る
。

私
が
こ
ん
な
気
持
ち
に
な
っ
た
の
は
古
い
話
で
は
な
い
。
敗
戦

後
７
２
年
、
憲
法
改
正
が
政
治
の
世
界
で
騒
が
れ
、
私
た
ち
の

未
来
の
設
計
図
を
ど
う
描
く
の
か
と
考
え
だ
し
て
か
ら
で
あ

る
。 

◆ 

こ
の
夏
、
島
で
も
平
和
と
憲
法
を
考
え
る
講
座
、

イ
ベ
ン
ト
、
コ
メ
ン
ト
が
例
年
に
な
く
多
か
っ
た
よ
う
な
気
が

す
る
。
◆ 

協
会
主
催
で
、
第
７
３
回
八
丈
島
民
大
学
講
座
「
憲

法
と
私
た
ち
」
で
、
首
都
大
学
東
京
の
木
村
草
太
教
授
に
憲
法

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
身
近
な
問
題
か
ら
国
際
ス
ケ
ー
ル

の
問
題
ま
で
、
憲
法
を
ど
う
使
う
か
な
ど
幅
広
い
角
度
か
ら
話

を
聴
い
た
。
著
名
な
講
師
な
の
で
島
民
大
学
講
座
で
は
珍
し
く

立
見
ま
で
出
る
盛
況
だ
っ
た
。 

◆ 

樫
立
の
菊
池
淨
さ
ん
は

８
０
歳
を
超
え
る
高
齢
だ
が
、
八
丈
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
会
報
「
あ
し
た
ば
」
に
、「
小
４
年
生
の
時
疎
開
で
島
か
ら
出

た
。
中
野
か
ら
杉
並
へ
、
杉
並
か
ら
板
橋
へ
、
板
橋
か
ら
小
諸

へ
、
小
諸
か
ら
軽
井
沢
へ
と
８
回
も
転
校
し
た
」
と
述
べ
ら
れ
、

疎
開
生
活
の
様
子
、
よ
そ
者
と
言
わ
れ
た
地
元
と
の
確
執
な
ど

苦
し
い
苦
い
体
験
を
綴
っ
て
お
ら
れ
る
。
そ
し
て
あ
ま
り
思
い

出
し
た
く
な
い
と
言
わ
れ
な
が
ら
、
出
征
す
る
人
を
ト
ン

ネ
ル
（
逢
坂
）
ま
で
万
歳
万
歳
と
送
っ
た
こ
と
、「
な
ん
だ

か
ん
だ
言
い
な
が
ら
毎
日
飯
を
喰
い
、
齢
を
と
っ
て
い
け

る
今
を
幸
せ
に
思
う
」
と
平
和
の
尊
さ
を
書
か
れ
た
。 

◆ 

も
う
一
つ
、
都
教
組
な
ど
主
催
の
詩
人
ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ

ー
ド
さ
ん
を
招
い
た
講
演
。
日
本
の
戦
後
は
７
２
年
、
第

２
次
大
戦
後
２
０
０
回
以
上
世
界
で
軍
事
介
入
し
て
き
た

ア
メ
リ
カ
で
は
い
つ
の
戦
争
な
の
か
、
戦
後
は
解
ら
な
い
。

遺
骨
の
未
収
容
者
数
は
１
１
３
万
人
あ
る
。
国
は
遺
骨
収

集
と
言
う
が
、
戦
死
者
を
ゴ
ミ
収
集
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
処

理
し
て
い
る
。
収
集
で
無
く
「
遺
骨
収
容
」
が
戦
死
者
を

弔
う
や
り
方 

 

苦
し
い
苦
い
体
験
を
綴
っ
て
お
ら
れ
る
。そ
し
て
あ
ま
り
思

い
出
し
た
く
な
い
と
言
わ
れ
な
が
ら
、
出
征
す
る
人
を
ト
ン

ネ
ル
（
逢
坂
）
ま
で
万
歳
万
歳
と
送
っ
た
こ
と
、「
な
ん
だ

か
ん
だ
言
い
な
が
ら
毎
日
飯
を
喰
い
、
齢
を
と
っ
て
い
け
る

今
を
幸
せ
に
思
う
」
と
平
和
の
尊
さ
を
書
か
れ
た
。 

◆ 

も
う
一
つ
、
都
教
組
な
ど
主
催
の
詩
人
ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー

ド
さ
ん
を
招
い
た
講
演
。
日
本
の
戦
後
は
７
２
年
。
第
２
次

大
戦
後
２
０
０
回
以
上
世
界
で
軍
事
介
入
し
て
き
た
ア
メ

リ
カ
で
は
い
つ
の
戦
争
な
の
か
、「
戦
後
」
は
解
ら
な
い
。

日
本
の
遺
骨
未
収
容
者
数
は
１
１
３
万
人
あ
る
。国
は
遺
骨

収
集
と
言
う
が
、戦
死
者
を
ゴ
ミ
収
集
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
処

理
し
て
い
る
。
収
集
で
無
く
「
遺
骨
収
容
」
が
戦
死
者
を
弔

う
や
り
方
だ
。
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
正
論
を
展
開
さ
れ
た
。 

◆ 

私
が
気
付
か
さ
れ
た
の
は
、
皆
さ
ん
全
員
が
賛
成
と
か

反
対
と
か
は
一
切
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
だ
。こ
の
こ
と

は
、未
来
の
行
く
先
を
決
め
る
の
は「
皆
さ
ん
自
身
の
問
題
」

と
い
う
認
識
を
一
人
一
人
が
持
っ
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と

な
ん
だ
ろ
う
と
納
得
し
た
、
今
夏
の
戦
争
・
平
和
体
験
だ
っ

た
。 

◆ 

さ
て
、
も
う
す
ぐ
平
成
３
０
年
度
予
算
要
望
に

な
る
。
協
会
も
多
忙
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
来
年
も
良
い
活

動
が
出
来
る
よ
う
に
と
頑
張
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
。国
の
概
算

要
求
も
出
そ
ろ
っ
た
そ
う
だ
が
、
新
聞
報
道
で
文
化
庁
の
予

算
要
求
額
が
国
民
一
人
当
た
り
９
８
７
円
で
、
防
衛
省
は
４

８
，１
８
２
円
だ
と
い
う
。こ
ん
な
数
字
を
見
せ
ら
れ
る
と
、

逆
な
ら
い
い
な
ぁ
。
格
差
が
大
き
い
な
ぁ
。
老
骨
に
鞭
打
っ

て
頑
張
ら
な
き
ゃ
ぁ
。 
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会
長 

 

内
山 

江
差
夫
） 

 

文
協
コ
ラ
ム
『
南
風
』 

 
№ 
⒖ 

気に入ってくださり、また子どもたちもファンとなり、その後も幾度とご出演いただいています。 

 2015年のジャズフェスの後、体調を崩され入院されていた大路さんでしたが、電話で今後の

ジャズフェスについて語り合ったことを覚えています。そのとき、「ピンクボンゴ(大路さんがリ

ーダーのバンド)と八丈太鼓でコラボがしたい。」という夢を語っておられました。 （次頁に続く） 

★ １０月～１２月のイベント ★（協会主催・後援、加盟団体主催など） 

※協会の主催・後援イベントや加盟団体の活動を中心に掲載しました。 

詳細は、協会ホームページおよび「Faxメール通信」をご参照下さい。 

10月 15日 劇団かぶつ第3回公演        29日 八丈島民謡保存会 太鼓・うた・踊り 

  「うぐいすの屁」「女護ヶ島ものがたり」 

11月 20日 樫立踊り保存会 宇喜多秀家供養舞  26日 自然っ子クラブハイキング 

12月 16日 八丈ウインドオーケストラクリスマスコンサート 

 

 

“白バリ”と一緒に… 

開催５回目となる八丈島JAZZフェスティバル2017は8月20日、島内の小中高生および社

会人と、島外のプロミュージシャンによって、大盛況のうちに幕を下ろしました。これもひとえに

イベントの趣旨にご賛同いただいた協賛企業をはじめ、ボランティア･スタッフの皆様のお力添えが

あってこそ、成し得ることができたと心より感謝しております。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回、実行委員会やCJP(Children Jazz Project)が秘めていた 

テーマは“故 宮本大路トリビュート”でした。あえて“追悼”とい 

う言葉は使いませんでしたが、生前に大路さんと思い描いていた企 

画を形にすることが目標の一つでした。 

 白バリ(白いバリトン･サックス)でお馴染みの宮本大路さんとの出 

会いは、記念すべき初回の2013年でした。地元の子どもたちに寄 

り添い、優しい言葉をかけてくださり、子どもたちの励みになったこ 

とは言うまでもありません。この年を機に大路さんは、八丈島を大層 

 

ジャズと八丈太鼓 

八丈島JAZZ 2013 

Ｔシャツにも“白バリ”を… 

                                     文フェスは 1 月下旬開催が通例でした

が、29回は産業祭との日程調整により例年どおりの実施が厳しくなったため、関係各所と折衝を重ね、「2月18日開

催」と決定。8月より募集を開始しました。その後、9月になって学校行事「雪山体験教室」の日程が急きょ変わり、

参加に支障が出る団体が複数あったため、教育委員会に日程の再考を要望する一方、実行委で開催日の再検討を行いま

した。産業祭の日程が当初予定から変わり1月実施も可能になったことから例年の日程に戻す案も浮上しましたが、す

でに募集、申し込みが始まっており、この段階での変更は困難と判断し、公示どおりの日程で行うことを決定しました。 

 

 

 

 

◎文化フェスティバルは２０１８年２月１８日（日）開催に確定！！ 

 

https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=0ezyrHiY&id=B5E8AB1D4A9740B7A0144228F24186EE2EA10CC9&thid=OIP.0ezyrHiYBzfhcMyyk9cldAC1FX&q=%e3%82%b5%e3%83%83%e3%82%af%e3%82%b9+%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88&simid=608010338271166555&selectedIndex=1&qpvt=%e3%82%b5%e3%83%83%e3%82%af%e3%82%b9+%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88


 

 

 

 
 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

闘病生活は続き、翌 2016 年の出演は見送り、2017 年こそ、大路

さんと温めてきた“ジャズと八丈太鼓のコラボ”という夢を実現すべく

イメージを膨らませていたころのことです。大路さんは旅立たれました。 

 今年、スウィング･ジャズの代表曲であるSing Sing Singに八丈太鼓

を取り入れ、ステージ上には、大路さんが愛用されていた“白バリ”を

飾り、CJPが制作したTシャツには、“白バリ”をデザインに取り入れ、

子どもたちは大路さんとの共演を果たしました。 

八丈島JAZZフェスティバル実行委員会 

委員長 小泉 雅一 

 

 

八丈島JAZZ 2015 

 八丈島文化協会と首都大学東京が主催する第 73回八丈島民大学講座（後援：八丈町教育委員会、協賛：七

島信用組合）が、9月 4日（月）と 6日（水）の 2日間、いずれも午後 7時 30分から 9時まで、七島信用組

合八丈島支店２階ホールで開かれました。 

 ４日は、若手の憲法学者としてテレビのコメン 

テーターでも活躍中の木村草太教授が、「憲法と私 

たち」のテーマで(１)世界各国は、近代国家を作り 

上げる過程で、分散していた権力を一極集中させた 

結果、戦争・人権侵害・独裁という３つの大きな失 

敗をおかしたので、①軍隊と戦争をコントロールす 

る②人権を保障する③権力は分立して、独裁は許さ 

ないという３点を忘れないようにと憲法を作ること 

になった。大日本帝国憲法から日本国憲法もその流 

れの中にあると述べました。(２)自衛隊と憲法９条 

については、国際法の武力不行使原則との関係、戦争放棄と交戦権の否定をうたうなかで９条の例外を認め

る根拠として、国際法が「国家又は国家に準ずる組織に対する実力行使は違法」としていることにふれ、憲

法第 13条が政府に対して国民の生命・自由・幸福追求の権利を保護する義務を課していて、国内防衛作用は

「行政」の範囲に含まれるとする説を紹介しました。(３)憲法 25条と生存権については、生活保護申請が受

理されず家賃滞納で県営住宅明け渡しの強制執行が行われる日に娘と無理心中を図った母親の例を手がかり

に、この家族は本来、憲法 25条の生存権保障を具体化した公営住宅法、住生活基本法、住宅セーフティーネ

ット法などで守られるべきで、困ったときこそ憲法が支えるべきだと述べました。首都大生 20人も加わり、

95人が木村教授の講義に耳を傾けました。 

 受講者の声：「生存権とか人権の問題がこんなに身近にあるのだということ。共謀罪についてもたいへん恐

い法であることを知り、考えさせられる講義でした。９条についてはむずかしかった。全体的に木村先生の

軽快な話し方で、むずかしい内容にもかかわらず興味深く楽しい講義でした。」 

 6日は、環境生態学の可知直毅先生による「『ヒアリ』に学ぶ離島における外来種問題」。長年、小笠原の生

態系を研究してきた経験から、ノヤギを例に外来種対策と課題について触れました。ノヤギは世界の侵略的

外来生物ワースト 100 の１つで、島に侵入された場合、食害・踏圧による植生の消失、表層土層の流失など

大きな影響を与えるため多くの島で駆除中だが、実は駆除後の管理が重要で、必ずしもノヤギに攪乱される

前の状態に戻せばよいということではない。人間の影響を受ける前の生態系とは異なる、人間の管理なしで

も持続可能な生態系をめざし、現実的な管理目標を立てて進めることが大事だとのことでした。（次頁に続く） 

ヒアリの場合も外来種予防３原則「入れない・捨てない・広げない」

にそって、基礎研究の蓄積と研究者間のネットワーク、日頃からの研究

者と行政関係者との連携、行政と研究者をつなぐハブとなる自然史博物

館の存在、さらに島の場合は「島民の理解と協力、島民・研究者・行政

をつなぐハブとなる組織」が必要で、そのなかでお互いに聞く耳をもつ

ことの重要性を指摘しました。 

三根婦人会が研修として八丈太鼓・歌・踊りを同じ三根 

地域の奥山熊雄さんに習っているうちに、これは大切だ、 

もっと広め残しておきたいと気づき、独自に会を作った 

のが加茂川会誕生の背景です。１９９８年のことでした。 

 大正５年に生まれた熊雄さんは、江戸時代末に生まれたバンマ達に可愛いがられ、三根に伝わ

る芸能だけでなく、抜群の記憶力でいくつもの昔話を覚え、生活の様々を熟知していました。そ

れ故、田や畑、海、黄八丈の織物などにまつわる太鼓、歌、踊りの指導には説得力がありました。

その中には、古来より営々と生活を築いてきた人々の苦労や英知、喜びがつまっています。 

 また、漂着した人や船乗りの行き来、旅役者、流人などの芸能は、八丈島の五つの地域にそれ

ぞれ少しずつ形が変わりながら伝わっています。 

 加茂川会はこういう歴史や伝統、人々の思いを大切に考えて活動しております。 

 活動の中心は、所属する民謡保存会のイベントとして、フリージア祭り、芸能文化祭ですが、

お盆や豪華客船入港時の歓迎太鼓、文化財ウィークリー、南多摩高校との交流などがあります。 

 他に、学校に出向いて教えたり、花火大会、ユニバーサルキャンプの盆踊り（通称ユニ盆）、「田

園都市空間事業」の田植え・収穫祭の出演もあります。今年初めて引き受けたユニ盆のワークシ

ョップの八丈太鼓は、視覚障害者には体ごと触れ合いながら、楽しく交流しました。明るく意欲

的な参加者の姿は、私達にも学ぶところが沢山あって、有意義な時間でした。 

 それから、総会後の懇談会や観光客招待、結婚披露宴などにも声が掛かって、喜んで出演して

おります。そういう縁で、長野県からいらっしゃった方々からは、「長野の紅葉を見に来てくださ

い」とお誘いがあり、11月初旬に訪問する計画で話が進んでおります。そこではどんなショメ節

や太鼓の歌い文句にするか、その場その場の集まる内容によって歌詞を選んでいる私たちにとっ 

ては、楽しい語らいの場にもなります。 

                     高校二年生から８２才までの幅広い年齢層の会員 

１７名の会ですが、何と言っても８０才を超えても

今なお元気で舞台に立つ姿は、全員が元気と勇気を

貰って頑張る源になっています。 

 関心のある方は、是非加茂川会にどうぞ！ 

 

 

 第７３回島民大学講座終わる  

憲 法 と 外 来 種 対 策    

受講者の声：「八丈小島の例と同じ状況について、媒(なこうど)島の話があり、たいへん参考に

なりました。ヤギ後の小島の対策を考えていきたいと思っています。」 

 ６日午後７時から、同会場で首都大生による「外国人が見たい八丈島の魅力」について３日間

の学習成果発表会が行われました。講座のプレイベントとして機会が与えられたこと、多くの町

民が参加してくれたことに、学生・大学関係者がとても感謝していました。 

 

 

会員紹介 加茂川会 

延べ１８０人が学ぶ 

第２５回文化フェスティバルにて 

第
五
回
八
丈
島
芸
能
文
化
祭
に
て 

９月６日 可知直毅教授 

９月４日 木村草太教授 


